
○応募作品数 (点）

小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 高1 高2 高3 計

6 2 6 14 8 11 10 3 1 41 7 17 126

1 10 10 4 11 11 4 4 1 0 0 0 56

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 12 16 18 19 22 14 7 2 41 7 17
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令和７年度　ポスターコンクール応募作品集計表【浜松市】

浜名区

資料(1)令和７年度明るい選挙啓発ポスターコンクール応募状況



審査結果 学　　　校　　　名 学年 氏
し

　　　　　　名
めい

備考

浜松市立　  可美小学校 3 島
しま

光 璃
ひ か り

新しい未来への第一歩　行こう選挙へ

浜松市立　  可美小学校 4 犬 飼
いぬ かい

す ず 那
な

小さな一票が　未来を変える

浜松市立　  可美小学校 4 内 山
う ち や ま

愛 子
あ い こ

みんなで行こう　日本のために

浜松市立　  可美小学校 5 向 井
む か い

雫
しずく

届けよう！未来を動かす　第一歩

浜松市立　  可美小学校 6 加 茂
か も

く る み 明るい日本へ　つなげる一票

浜松市立　  可美小学校 1 齋 藤
さ い と う

寛 生
か ん せ い

みんなでせんきょにいこう

浜松市立　  気賀小学校 2 富 田
と み だ

亜
あ

玲 奈
れ な

さあ行こう　大切な一ぴょう

浜松市立　  気賀小学校 2 森
も り

龍 駕
り ゅ う が

せんきょに行こう

浜松市立　  可美小学校 3 遠 藤
え ん ど う

花 笑
は な え

とどけ　未来への一ぴょう！

浜松市立　 白脇小学校 3 河 邊
か わ べ

弥 月
み つ き

みらいをつくる　あなたの一票

審査結果 学　　　校　　　名 学年 氏
し

　　　　　　名
めい

備考

浜松市立　  可美中学校 1 西 岡
に し お か

愛 莉
あ ん り

私たちの一票が　未来を照らす

浜松市立　  可美中学校 1 渡 辺
わ た な べ

陽 向
ひ な た

今のピンチ　変えよう！選挙で

浜松市立　  北浜中学校 2 藤 見
ふ じ み

音
お

杜
と

あなたの一票で　未来が変わる

浜松市立　  北浜中学校 3 髙 林
たかばやし

水 礼
み ら い

投票で　花開け　日本の未来

浜松市立　  三方原中学校 1 阿 形
あ が た

彩 寧
あ や ね

ぼくに届けて　君の思い

浜松市立　  三方原中学校 1 實
じつ

野
の

莉 央
り お

その１ピースが　未来をつくる

浜松市立　  南部中学校 2 久 米
く め

い こ い あなたの一票が　社会を彩る

浜松市立　  三方原中学校 2 鈴 木
す ず き

怜 奈
れ な

あなたの一票が　未来を創る

浜松市立　  北浜東部中学校 2 西 本
に し も と

妃
ひ

茉 莉
ま り

選挙って　まちへの愛だ

審査結果 学　　　校　　　名 学年 氏
し

　　　　　　名
めい

備考

静岡県立　  浜松工業高等学校 1 北 村
き た む ら

こ む ぎ あなたの一票が　未来をつくる

静岡県立　  浜松工業高等学校 1 関
せき

綾 南
あ や な

未来を変える　一票

静岡県立　  浜松工業高等学校 1 中 村
な か む ら

百 花
も も か

選挙に行こう　日本を変えるため

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 松 山
ま つ や ま

千 夏
ち な つ

その一票が　未来を変える

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 横 山
よ こ や ま

桃 香
も か

一歩が未来へ　選挙へ行こう

静岡県立　  浜松工業高等学校 1 草 野
く さ の

瑛 斗
え い と

その一票を　未来へ

静岡県立　  浜松工業高等学校 1 鈴 木
す ず き

麗
り

愛
あ

未来を創る　あなたの一票

静岡県立　  浜松工業高等学校 3 木 下
き し た

優 奈
ゆ な

投票しよう！未来へ

静岡県立　  浜松大平台高等学校 3 鈴 木
す ず き

玲 奈
れ い な

君が　未来を　つなぐ

静岡県立　  浜松大平台高等学校 3 瀬 崎
せ ざ き

葵 衣
あ お い

未来を　育む

※学年＞氏名５０音順

令和７年度　明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞者

小学生の部

特選

中学生の部

特選

特選

入選

入選

入選

高校生の部

資料(2)令和７年度明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞者



小学校の部 中学校の部 高等学校の部

令和７年度明るい選挙啓発ポスターコンクール　入賞作品

　　　　　（たかばやし　みらい）　　　　　（いぬかい　すずな） 　　　　　（よこやま　もか）

　静岡県立浜松工業高等学校　浜松市立北浜中学校　浜松市立可美小学校

４年　　犬飼　すず那　さん ３年　　髙林　水礼　　さん ３年　　横山　桃香　さん

資料(3)令和７年度明るい選挙啓発ポスターコンクール入賞作品
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令和７年度静岡県明るい選挙啓発ポスターコンクール実施要領 
 

１ 趣  旨 

県内の小・中・高等学校の児童・生徒の皆さんに、明るい選挙を推進する上で役立つポス

ターを描いてもらう。 

 

２  応募要領 

公益財団法人明るい選挙推進協会及び都道府県選挙管理委員会連合会等が主催する「令和

７年度明るい選挙啓発ポスター作品募集（第77回）」に応募された作品をもって、県のポス

ターコンクールに応募されたものとする。 

 

３  審    査 

(1) 第１次審査 

各市町選挙管理委員会で小・中・高等学校別に各５点（以内）を選び、第２次審査（県

審査）に提出する。 

(2) 第２次審査 

第1次審査で選ばれた作品について、次の審査員により入選作品を決定する。 

ア 審査員 

県教育委員会、県警察本部、県政記者クラブ、県広聴広報課、県明るい選挙推進協

議会及び県選挙管理委員会の各代表者 

イ 入選作品数 

小学生  30点程度 

中学生  30点程度 

高校生  10点程度 

 

４  賞 

入選者には、県選挙管理委員会から賞状及び副賞を贈る。 

なお、応募者全員に参加賞を贈る。 

 

５  発表 

10月中旬～下旬 

 

６  その他 

(1) 入選作品は、県選挙管理委員会で選挙啓発に活用する。 

(2) 入選作品の中から、特に優秀と認められる作品（小・中学生各10点程度、高校生５点程

度）を選び中央審査会に提出する。（11月上旬～中旬結果発表予定） 

(3) 中央審査会提出作品は、県選挙管理委員会ホームページ上に掲載する。 
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令和７年度 明るい選挙啓発ポスター審査要領 

 

令和７年度浜松市・区明るい選挙啓発ポスターコンクールの審査要領について、以下のと

おり定める。 

 

１ 日  時   令和７年９月１９日（金） 午前９時３０分から 

 

２ 場  所   浜松市役所 北館１階 １０１・１０２会議室 

 

３ 審 査 員    

（１）浜松市選挙管理委員会委員（１人） 

（２）浜松市明るい選挙推進協議会委員（１人） 

（３）市内小・中学校現役又は元職の美術教諭（１人） 

（４）市選挙管理委員会事務局職員（１人） 

 

４ 審査基準 

  審査にあたっては、以下に留意して選出するものとする。 

（１）「明るい選挙」のイメージに合う作品を選出すること。 

（２）絵だけでは選挙啓発の意味が伝わりにくい場合があるため、できるだけ「選挙啓発」

を表す標語のある作品を選出すること。 

（３）特定の政党等が類推されるもの等は、除くこと。 

 

５ 審 査 会 

（１）審査順序及び選出数 

審査は小学校、中学校、高等学校の各部ごとに実施し、応募された作品の中から次の

賞を選出する。 

ア 特 選 １５点以内 （小学校、中学校、高等学校 各５点以内） 

イ 入 選 １５点以内 （小学校、中学校、高等学校 各５点以内） 

（２）予備審査 

審査員は審査対象とすべき作品について、概ね３０点程度に絞り込む予備作業を行う。

ただし、作品数の状況により、予備審査は省略することができる。 

（３）本審査 

ア 審査員がそれぞれ良いと思う作品を５点以内選び「カード」を置き、作品を２０点

以内に絞り込む。その際、学年の偏りが出ないよう配慮する。 

イ 「カード」の多い順に、作品１０点以内（選出数は審査員の協議により決定する。）

を選出する。「カード」の数が同数で並んだ場合は、審査員の協議により選出する。 

ウ 選出した１０点以内のうち「カード」の多い上位５点以内について特選、その他の

５点以内を入選とする。「カード」の数が同数で並んだ場合は、審査員の協議により

選出する。 

エ 特選の中から報道発表用の作品１点を審査員の協議により選出する。 
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